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こちらは，とある、ビル建設業を営んでいる

会社の社長です。この社長の会社は、大規模ビ

ル建設の二次下請けとして、仕事を受注する

ことが多くありました。 

 

『みなさん、今回、また、あらたなビル建設の

二次下請けの仕事が入ってきましたから、張

り切ってがんばっていきましょう』 

 

 こちらは、この会社のＡ部長とＢ部長です。

Ａ部長とＢ部長は、それぞれ、第一工事部と第

二工事部の部長職を担当しておりました。第

一工事部と第二工事部は、同じビル工事現場

のなかの、別々の階や別々のエリアを担当す

ることが多くありました。 

そして、Ａ部長もＢ部長も、悩みがありまし

た。それは、よく仕事を発注してもらえる一次

下請けの会社に勤務しているＣさんという管

理者のことで、悩んでいたのです。 

 

こちらが、そのＣさんです。Ｃさんは、まだ

若いですが、一次下請けの会社の管理者であ

り、二次下請けであるＡ部長とＢ部長に対し

て、厳しい態度を取っていました。 
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『ちょっとちょっと、Ａさん、なんですかこの

雑な仕事は。もう最初からやり直ししてくだ

さいよ』 

 

 

 

 

 

『は、はい、すみません、やり直します』 

 

しかし、Ａさんは内心、こう思っていました。 

 

 

 

 

 

『くっそー、こないだ事前にＣさんに、お客さ

んに確認してもらうようにお願いして、ここ

はこれでＯＫって言ってたから進めたのに、

またＣさんの確認ミスのなすりつけだよ。も

う何回目だよ。こんなに直してたら、材料代も

かかるし、職人さんの工賃も増えちゃって、利

益が出なくなっちゃうよ。しかも、やり直しが

みんなのモチベーションをすごい下げちゃう

んだよな。でも仕方ない。一次下請けには逆ら

えないからな』 

 

 今度は、Ｃさんは、Ｂ部長に絡んでいました。 

 

『ちょっとちょっと、Ｂさん、お客さんからク

レームが来ましたよ。私、これ事前に直してく

ださいって言いましたよね。また忘れちゃっ

たんですか？』 
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『申し訳ございません、すぐに直します』 

  

 しかし、Ｂさんは内心、こう思っていました。 

 

 

 

 

『くっそー、またＣさんのミスのなすりつけ

だよ。ここは怪しいから、事前にＣさんに確認

してもらえるようにお願いしたのはこっちだ

よ。Ｃさんがミスして忘れていただけなのに。

またこれだよ。もう何回目だよ。こんなに直し

てたら、材料代もかかるし、職人さんの工賃も

増えちゃって、利益が出なくなっちゃうよ。し

かも、やり直しがみんなのモチベーションを

すごい下げちゃうんだよな。でも仕方ない。一

次下請けには逆らえないからな』 

 

 このように、Ｃさんはまだ経験が浅いとい

う面もあってミスが多く、にもかかわらずそ

れを下請けのせいにするという行動にはかな

り問題があり、ほかにたくさんいる業者の多

くも、Ｃさんの行動に困っていました。しかし、

誰も文句は言えない状況でした。 

 

 そして、ある日のことです。Ａ部長の部下の

Ｄさんが、Ａ部長に言いました。 

 

『部長、さすがにもう我慢の限界ですよ。Ｃさ

んの言うことを全部聞いてたら、納期に間に

合わなくなるかもしれないですよ。それに、利

益が残らないどころか、赤字になっちゃいま

すよ。それに、職人さんたちも、何回もやり直

しさせられて、もうやる気が起きないって言

ってますよ。もうこうなったら、Ｃさんの見え

ないところで、工事のクオリティを下げるし

かないですよ』 
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 Ａ部長は悩んでいました。クオリティを下

げることだけはどうしてもしたくなかったＡ

部長は、材料業者に安くしてもらえるよう頼

みこんだり、職人さんに何度も頭をさげてや

り直しをしてもらっていました。 

しかし、さすがにもう赤字ギリギリになっ

てしまったことから、泣く泣く、Ｄさんの提案

を受け入れ、管理者のＣさんのわからないと

ころで、工事のクオリティを下げました。 

 

 その結果、なんとか、この現場は赤字現場に

ならず、黒字で現場を納めることができまし

た。 

 

 

 他方、こちらはＢ部長です。 

 Ｂ部長はこう思っていました。 

 

『はあ、困ったなぁ。一次下請けのＣさんには

毎回振り回されて、本当に困る。毎回毎回、不

必要なやり直しや、ミスのなすりつけをされ

て、まともに現場が進んだためしがない。それ

に何より、もう、赤字ギリギリになってしまっ

ている。いったいどうしたらいいんだ？』 

 

 そんなときのことです。こちらは、Ｂ部長の

部下のＥさんです。 

  

『部長、さすがにもう我慢の限界ですよ。Ｃさ

んの言うこと全部聞いてたら、納期に間に合

わなくなるかもしれないし、利益が残らない

どころか、赤字になっちゃいますよ。それに、

職人さんたちも、何回もやり直しさせられて、

もうやる気が出ないって言ってますよ。もう

こうなったら、Ｃさんの見えないところで、工

事のクオリティを下げるしかないですよ』 
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 Ｂ部長は悩みました。クオリティを下げる

ことだけはどうしてもしたくなかったのです

が、このままではこの現場では利益が残らな

いどころか、大幅な赤字現場になってしまい

そうです。しかし、なんと、Ｂ部長は、このま

ま工事のクオリティを下げることはしないと

いう決断をしました。そのため、今まで以上に、

節約をしたりしました。 

 

 そして、さらに、Ｂ部長は、管理者のＣさん

とのコミュニケーションを増やし、Ｃさんが

要求してきそうなことを先回りして提案しま

した。また、Ｃさんがミスをしてそれをなすり

つけられてしまう前に、そもそもＣさんのミ

スがなくなるように、工事の段取りや業者の

手配のポイントやコツなどを、さりげなくＣ

さんがわかるように影で動きました。 

 

 このようにして、Ｂ部長はさまざまな努力

をしました。そして、いよいよ、工事の完了日

になりました。 

 しかし、残念ながら、Ｂ部長の健闘むなしく、

この現場は大赤字となってしまいました。 

 

 

 

 そして、その後のことです 

Ｃさんは、やはり、現場での評判がとても悪

く、その実態を知った一次下請けの上層部が

Ｃさんを降格処分にしました。 

さらに、Ｃさんには地方勤務への転勤を命

じることになりました。 

 転勤先で、Ｃさんは様々な苦労の連続を味

わうことになりました。 
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 それから、５年後のことです。 

Ｃさんは５年間、心を入れ替えて真面目に

頑張ってきたことが評価され、元の管理者の

ポジションに戻ってくることができたのです。 

 

 

  

『ああ、やっとこちらに戻ってこれた。この５

年間、大変だったなぁ。自分が今まで、いかに

ひどいことをしてしまったのか、身に染みた

よ。いろいろな人に迷惑をかけてしまって、ひ

どいことをしてしまった。これから、お詫びと

恩返しをしていかなければならないな』 

 

 

 

 

 このあと、何が起こると思いますか？ 

 もし、あなたがＡ部長やＢ部長の立場だっ

たら、どうしますか？ 
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＜参考＞ 

 さまざまなお仕事の現場で、クオリティを

優先するか、利益を優先するかなど、悩ましい

局面があると思います。 

 何が正解なのかは、状況によって、現場によ

って、人によって、業界によって、様々である

と思われます。 

 様々であるからこそ、みんなで話し合って、

意見を出し合って、それぞれにとってのベス

トな選択肢を考えたうえで、進めていく方法

が有益であることから、そのための題材の一

つとして、ご活用頂けましたら幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


